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洞
爺
湖
消
防
出
初
式

洞爺湖支署（☎ 76-2119）・洞爺出張所（☎ 87-2119）・『火災・救急・救助 119 番』

令

統
一
標
語

『
お
出
か
け
は

マ
ス
ク
戸
締
り

火
の
用
心
』

広報とうやこ　2023 年２月

　
　
和
５
年
１
月
５
日
、
洞
爺
湖

　
　
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
洞

爺
湖
消
防
出
初
式
（
西
胆
振
行
政

事
務
組
合
洞
爺
湖
消
防
団
・
洞
爺

湖
支
署
主
催
）を
開
催
し
ま
し
た
。

今
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
防
止
の
た
め
消
防
車
両
に
よ
る

パ
レ
ー
ド
を
中
止
し
、
屋
外
に
て

観
閲
式
を
行
っ
た
後
、
屋
内
式
典

で
は
永
年
に
わ
た
っ
て
消
防
団
活

動
に
功
績
を
重
ね
た
団
員
に
表
彰

状
お
よ
び
感
謝
状
が
授
与
さ
れ
ま

し
た
。

洞
爺
湖
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
暖
房
機
器
の
取
り

扱
い
や
食
事
の
準
備
な
ど
火
気
の

使
用
に
は
十
分
注
意
し
て
い
た
だ

き
、
今
年
一
年
、
安
心
・
安
全
・

無
火
災
の
洞
爺
湖
町
と
な
る
よ
う

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

令
和
５
年
洞
爺
湖
消
防
出
初
式

の
表
彰
者
は
次
の
と
お
り
で
す

（
敬
称
略
）。

●
北
海
道
知
事
表
彰

■
永
年
勤
労
章

部
長　
三
好
勝
美
（
第
１
分
団
）

団
員　
高
清
水
直
也（
第
１
分
団
）

■
勤
労
章

部
長　
桑
島
順
子
（
女
性
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

団
員　

塩
野
谷
通
（
第
２
分
団
）

団
員　

青
山
和
弘
（
第
２
分
団
）

団
員　
佐
々
木
卓
一（
第
２
分
団
）

団
員　
田
中
謙
太
朗（
第
２
分
団
）

団
員　

小
林
正
志
（
第
４
分
団
）

団
員　
髙
石
典
子
（
女
性
分
団
）

●
北
海
道
消
防
協
会
表
彰

■
特
別
功
績
章

部
長　
橋
本
健
司
（
第
４
分
団
）

■
30
年
勤
続
表
彰

班
長　

伊
東
重
一
（
第
１
分
団
）

団
員　

三
島
基
幸
（
第
１
分
団
）

団
員　
内
海
雅
仁
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

■
10
年
勤
続
表
彰

団
員　
志
賀
拓
郎
（
第
４
分
団
）

●
西
胆
振
行
政
事
務
組
合
管
理
者

表
彰

■
30
年
勤
続
表
彰

班
長　
伊
東
重
一
（
第
１
分
団
）

団
員　
三
島
基
幸
（
第
１
分
団
）

団
員　

内
海
雅
仁
（
第
１
分
団
）

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

●
洞
爺
湖
町
長
感
謝
状

■
20
年
勤
続
表
彰

班
長　
荒
町
誠
（
第
２
分
団
）

班
長　
佐
長
稔
（
第
３
分
団
）

安全を祈願した消防出初式安全を祈願した消防出初式

団員の功績をたたえた表彰式団員の功績をたたえた表彰式

高規格救急車を更新しました
令和４年度事業として、伊達消防署洞爺湖支署に配備している高規格救

急車を更新しました。
　高規格救急車は、救急活動を行うための広い車内空間に、高度な救急救
命処置用資器材を積載しています。また、緊急走行時の安全性を向上させ
るために赤色灯や反射材を多く使用しています。
　さらに、救命率の向上を図るため、自動心臓マッサージや心電図伝送シ
ステムなどの最先端機器を導入し、高度な救命処置が可能となる仕様と
なっています。

更新された高規格救急車 積載されている救急救命用の資器材


